
 

 

新学期が始まって１か月。ゴールデンウィークも終わってそろそろ疲れが出るころ。体調管理に気

をつけながら、学校生活を送りましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生対象に、オリエンテーションを行いました。クラスを半分に分けて実施しました。主に利用

案内の説明だけに終わりましたが、実際に来て図書館を覘いてもらえると嬉しいです。もちろん、

２年生、３年生の皆さんの利用もお待ちしています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉吉北高図書館 

2017.05.15 

.18 

開館時間＝8：50～17：00 （長期休業中も原則開いています） 

貸出規則＝１人５冊まで ２週間 

 借りたい本を持ってカウンターへ。クラスと名前を言って貸出処理をしてもらう。 

 返却の場合は、返却する本をカウンターへ出す。 

★予約、リクエスト、レファレンスサービスなどあります。司書に声を掛けてください。 

★県立図書館、市立図書館の本を取り寄せられます。司書に相談してください。 

★本は大切に扱ってください。また貸しは絶対にしないでください。 

↑薬物乱用、危険ドラッグについて 

ドラッグの危険性について理解をしましょう。 

←朝読書におススメの本。 

入口に展示しています。朝読書にいかがでしょうか。もちろ

ん貸出します。気になったら、本を持ってカウンターまで。 

図書館では、色々なテーマで展示をします。 

ぜひ図書館に来て、気になる本は手に取ってみてくださいね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★表の左の数字は「分類番号」です。本の住所（置いてある場所）を表します。 

多くのリクエストをいただいています。ぜひ「こんな本読みたい！」とリクエストしてください。 

 

 

「夜を乗り越える」又吉直樹著 小学館よしもと新書 

お笑い芸人ピース又吉は、芸人の中でも読書家として有名ですね。また最近では小説「火花」で

芥川賞を受賞したことでも知られています。又吉が育っていく中でどんなふうに本が関わって

きたのか、文学の何が面白いのかを、自分が読んできた本や好きな作家のことを通して書いて

います。「夜を乗り越える」。この題名の意味するものとは？ 

 

「自閉症の僕の七転び八起き」東田直樹著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

重度の自閉症を持つ作家の東田直樹さん。彼は、上手く言葉が出てこないため会話が難しく、

五十音のシートを使って指さしながら会話をします。スムーズな会話ができないと何も思ってい

ないように感じてしまいませんか?でも違うのです。ただ表現方法が難しいだけで、当然、頭や

心の中にはたくさんの言葉や気持ちがあるのです。読んでいると多くのことに気づかされます。

自分は自分らしく。自分の生き方や考え方を見つめ直す良い時間になると思います。 

 

「北原白秋」日本語を味わう名詩入門 あすなろ書房 

多くの童謡を残した北原白秋。詩、短歌、童謡と幅広く活躍した詩人の代表作を紹介。実は詩集

は朝読書にピッタリ。そしてこの本は解説がついていて、詩が詠まれた背景や、読みどころを説

明してくれるので、よりその詩に近づける事が出来ます。 

シリーズ：「金子みすゞ」「宮沢賢治」「八木重吉」「山村暮鳥」「立原道造」「中原中也」 

「高村光太郎」「北原白秋」 

 

376 「ネットの高校、はじめました。」 崎谷実穂著 

913 「星に願いを、そして手を。」 青羽悠著 

913 『か「」く「」し「」ご「」と「』 住野よる著 

913 「蜜蜂と遠雷」 恩田陸著 

913 「この世界がゲームだと俺だけが知っている②」 ウスパー著 

913 ハロー・デッドライン②」 高坂はしゃん著 

913 「転生したらスライムだった件①」 伏瀬著 

913 「ダンまち外伝ソード・オラトリア①②③」 大森藤ノ著 

913 「ビブリア古書堂の事件手帖⑦」 三上延著 

 

直木賞・本屋大賞 

ダブル受賞作品 

４月の利用状況＝来館者数 597人。貸出冊数 593冊。１日平均 29.7冊。 

毎日多くの生徒が来てくれます。本を借りる人、本を読む人、ふらっと立ち寄る人、友達を

待っている人、遊びに来る人・・・図書館がより身近なものとなってくれると嬉しいです。た

だ特進コースからは離れてしまったので・・・特進からも利用しやすい方法を考えます！ 


